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民間テニスクラブのマネジメントへ好影響を及ぼす
「特殊なプログラム」に関する研究

日本テニス協会の調査によると、民間テニスクラブは2010年におい
て1271と数多く存在している。しかしながら、その数はテニス人口と共

に長期的な減少傾向にあり、民間テニスクラブを効果的にマネジメント
するための研究の蓄積が求められている。

テニスクラブを始めとする民間スポーツクラブマネジメントの研究分
野においては、既存の顧客の維持が最重要課題とされ、顧客の満足
やサービス品質の向上を目指した研究がこれまでも盛んに行われてき
た。しかし、最近そのような研究に対し、中核となるプログラム（テニス
クラブにおいてはレッスンプログラム）とは異なる特殊なプログラムの
展開が、顧客やスタッフに対して様々な影響を与えることが明らかにさ
れるとともに、それらを戦略的なクラブマネジメントとして活用していく
方策が検討されはじめている。

本報告では、それらのプログラムの効果と活用可能性について、こ
れまでの研究結果を基に検討していきたいと考える。
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